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京都大学芦生淡潔林の外聞政樹穂人工造林地内に 51館所の永久前査箆を設け，その生背.状況を

継続して翻べることにした。設定時と 5年後の調査から次のようなことが明らかになった。

1 )邦生演習林では設定以来70年間に80種以上の樹木が揃栽され，そのうち外悶産樹穂は40種

を超え， ;tII自主主本数は16700本を越えた。

2 )現夜林分を形成している外閤産樹穂は林指令が55年生のドイツトウヒと.31， 34年生のメタ

セコイア 2林分， 28， 29年生のそリンダトウヒ 2林分， 12年生のイヌカラマツの4撤 6林分で

あった。

3 )放火積雪深が2mを越える識帯落葉広葉紡t林帯域に植え長されているドイツトウヒ，モリン

ダトウヒはスギ、やヒノキ造林水と比べて変わらないか，むしろ様れた成長会示していた。 i援布二落

葉広葉樹林帯域に植栽されているメタセコイアの成長は平均的なスギ林と比較すると直筏，樹高

成長はほぼ21告に近かった。
4) i民;市落葉広葉樹林J貯jE誌のイヌカラマツ

た。

を受けたが近年成長が間復する符{肉がみられ

5) f援J5均等葉広葉樹林郁:域ではテーダマツ，ランダイスギ，ラクウショウ，ユリノキが単木的

に生育していた。

1.はじめに

京都大学芦生演習林ではi良湖林設定以来70年間に閣内外の多くの樹オミカマ直殺されてきた。 i導辱入

稜は， スキギ、(ωCrηytμI仰wrバ'ia川4りj品砂toω幻化品ω)[)， ヒノキ{ωCh加1ω叫仰7押m日taec併yjぜJ泌ar巾i必S0めbtω悦附S刈品)
たもの，学術研究，教育のために見本林あるいl立見本翻の造成を試みたもの，特府枚iとして組栽

されたものなどその悶的l式典.なる。しかし，その多くは椴栽本数は少なく，商務も小さい。また

自生種以外は本来の生育環境と異なるために現在林分を形成しているものはわずかである。昭和
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59年度からこれらの導入穂の生育状況を把握するために澗去をを開始した。本線ではヨドi践における

これらの樹槌の導入の経過と，特に外国産樹織の脊の現況について述べることにする。

調ヨをは}ぎ~È. i東?若林造林班と研究議が主体となって行った。多大の助詩，協力を l琵いた鳥取大学:

乾燥地研究センターの玉井震信教授，i資習林元!隊員の鬼;fi長イ'/1:氏.i1If轡林教職員各f立，並びに本
論文の校11討を瓜いた京都大学古my.東渋i助教授に対し，ここに記して感謝の定;を表する。

2.見本林の造成と外関産樹穂の導入

j資生i災関林(京都府北桑悶~m柴山 11IT)~軒目は京都府の北京端部，裕;I:j二. 7.諮1Jt河県に接したEEl良

)11のよ流域に1il:捜し，標高355-959m.分布特性からみた森林は天然、生のスギの混じる温帝落葉

広猿樹林と|段帯落葉It紫樹林の推移滑にあたる:j，4}。地形は全体に急峻で、，土境は褐色森林ゴ二で

おおわれているところが多い〉標高363mの事務所'WH勾の年平均気温(9時観測)は11.0.C.年

降水殺はZ370mm，綾大干支謂j栄は 1mT背後となり，際商640mの長治省実穂施設では平均気温は Z"C

低く，降水去をは400mmTìíH~:多く，積雪は 2m を越える九
波望台1林設定11司もないi昭和3年のi船守林tJ死袈1こは)間生演予若林の胞業方針をri{fi立するための研究
の主眼を 1 ) rスギJニ関スlレ各般ノ研究 Z )制紫樹ノ利用ニ関スル諸織の研究 3 )自然
ノ大植物関トシテノ経営 4 )本学i寅YII;t1'ノ中心トシテ各減税林ニオケル諸制究事項トノ比較研
究ヲ為スコトとし，スギに関する研究の議袈性と，自生する多くの広葉樹・の利用，そして自生鶴

以外の樹被の育成の可能性を追究する必嬰悦をi説いている。
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本演にいままでに造成された見本林，使舟されたi'!'i剣Ilと，外i調j窓側種の成長f誌の調査j也の{立殻

!遡，およびスギ，ヒノキw、外の樹韓(以下見本樹という)の続殺にかかわる地名を閲 1に，見本
樹の続殺(抜き水)本数，庶掃きによる捕秘澄の絞n守的な変化創設2に訴した。
見本樹の導入は第二次!な界大戦までの戦liijJUJに集中し，その後は昭和初年前後と50年前後の3

時期にピークがみられる O

設定i度後の大1E15年にはアスナロ (Thujotsisdolabrata)が多く械栽された。これはスギに終

わる植栽樹殺として，に自生する天然水を用いてIIJ地[妊婦ししたもので， I可H寺期にク 1)

(Castωtea crenata)，キリ (Pauloumiatomentosa)といった広葉樹も椴栽されている。 1昭和3年よ

り見本林の造成が急ピッチで進められている O すなわち 3年に上谷の野間:1:111谷入口(野133:1:111見

本林)， 4塁手に赤1I時間谷(赤111奇見本林)， 5年に小議作業所の)11向いのiお良)11右岸(小遼|日見本林)

に見本林が逃成された。これらの見本林では閣内各地慌のアカマツ (Pinusdensiflora)に加え，

野間1:111yi!，本林ではカラマツ (La巾 J{aemtferi)，ランダイスギ (Cunningh仰 tiaJ{仰 ishii)，赤111奇見

本林ではケヤキ (Zelkovaserrata)，ランダイスギ，コノテガシワ (7、hujaorientalis)，シナノキ (Tilia 

jatonica)，エンジュ (Sothorajat似たa)など，小越|目見本林ではキハダ (Phellodendronamurense)， 

パンクスマツ (PinusB仰 ksiana)などカ笥闘えされ，さらに阿見本林ではそドウマツ(アイグロマ

ツPinusdensi. Thunbergii )なと功対ili植されてきた。そのような流れのやで6年に;造成が始まった

潟谷見本林には，多くの閣内外の針・広葉樹棋が導入されてきた。さらに131j三， 14年には小議.w
:l:IIH~.近にクロマツ (Pinus Tlttmbergii)，モミ (Abiesjirma)，ヤツガタケトウヒ (PiceaJ{ oyamae ) ， 

コウヤマキ (Sciadotiかsverticillata)など13離の見本樹がまとまって植栽された(小謹見本林)。

lIi:HIJ10i手台前半より見本林以外でも丸木樹の植栽， i度捕さが多くなった。それはケヤキ，クリ，
ウラジロガシ (Quercussalicina)のほか， ミズメ (Betulagrossa)，キハダ，ホオノキ (Magnolia

obωata)，オニグルミ (jugl側 smandshurica subst. Sieboldi仰 a) といった有用広諜樹である。そ

外閤産針葉樹

外態度広葉樹

閣内産針葉樹

盟内主主広築樹
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の中で，クリは接き木も行われ，枕水生成の自的以外に特府側としての利用も兼ねたようである。

やや遮れて果樹の植栽も悶立ち始め，特に第17キ~蹴中I.LI付近では13年頃より特郎植物見本闘が計

蘭され，食用， ~起用の革本，*本純物の収集が行われた。また，同時期にはそウソウチク

(Phyllostachys heterocycla)の梢栽，水柿栽培，カエデ級 (Acer)の樹液の採集なども試みられて

いる G このようにして見本樹の制殺は事務所構内， ~III奇，ノj、謹，カヅラ，七i新作業r9r閥辺の技i良

)11本i似合い，小野子谷，赤111奇*谷の支流沿いの低標高:ltl1.あるいはj抗措裕諜広葉樹林荷域の!日中

山作業所長治谷実習;施設やネジ 1);おといったさ当時の施設の閥辺に拡大されていった。級殺され

た1古木は，初期には本部試験地(京都市左京阪北白)11ili分11汀)養成のものも多いが，林!勾数カI9r

で苗1:111がIj百務整併iiされるにつれて，本j災で養成されたものが用いられるようになった。しかし18

年を境に造林事業は第ニ次世界大戦のため完全に1iJ&1l::.した。

終戦後数年間は官I1:111休閑地の手入れ，土地改良，農耕が主となり，昭和25年より械栽が始まっ

た。しかし例年にはヘスター台風，統いて28年には13-1子台風と 2度の絞大級の台風によって林地

や施設は多大の被惑を被りペヌド絡的に逃林事業が再開jされるにはまだしばらく i時間がかかった

ようであるo30年までに;fi([栽された見本樹はそのほとんどがウルシ (Rhusvemic抑制)とキハダ

で，本部試験地養成のウルシの割合が高かった。 29年に本部I~Jt.1波地よりメタセコイア (Metasequoia 

glyttostroboides)がはじめて導入され.1誌棟i'1ljiU!.の本流沿いにお悶えされた。メタセコイアは，そ
の後は本演で掃し水によって増殖され.;J、遺見本林付近や，ヨf.'流軌道沿い，内杉林道沿いに総裁

されている。その時期と前後して戦前期の見オ斗ホの見斑しが始まり，小蓮見立f.'*本には， 313ドには

購入部木を含め， 30種前後の見本樹が椴栽されている O しかしその内容についての詳細は不明で=

ある。 30i[:'.代後半には謡谷見本林でも一部の植栽地で改椴が行われるが， 40年前後の 9i[三IUJ'立本

演では見本樹の植栽は行われていない。その聡iおの一つにはこの時期は本淡における拡大造林後

の大浦犠植栽11寺JVJにあたり1)摘が入手しやすく岩手本実績が向いスギあるいはとノキの椴栽が

r.IJ心になったこと，二つ自には戦前期の見本林の穀備の1やで多也における見本樹犠の植栽と

現についての反省がなされたことが考えられる。当時の ij当~t?)J号制林基本計・国J"'には見本林は，
ヌドi皮践の代表的樹緩や，北方系1M犠の林分を造成するものとして.I五U!日として 1;樹秘2haの林

分を造成し，そのうち 1haについては試験研究に利用可能なものとしているo 16年より磁谷見

本林を皮切りに見本紛の槌殺を河・開し，50年から小謹見本林では部1:111跡地にケヤキが;firr栽された。

また， 51i[:'.から長治谷周辺および前1:111跡地，下谷の宮ノ森に，ヤチダモ (F'raxinusmamlslmrica). 

ハjレニレ (UlmusD仰 idiaηa)，シラカンパ(βetulafJlatYfJhylla)，イヌカラマツ (Pseudolarix仰 wbilis)

など， 59年から第4~水班中ノツボ友俣にミズメ，ケヤキ，サワラ (ChamaecyfJaris fJi・sifem)など

が椴栽されてきた。

このような本演における見本樹秘栽の推移のやで最も力が住がれてきたのは溺谷見本林の造成

である。踊谷見本林の植栽簡所と年度別級栽地を 1~13 に. ij災前， ii没後の樹稜別の椴栽本数を去し

2 に示した。また参考までに，当時の磁晶子i三強!真情.12) と造林台I~.長時}に記載された戦前期のいくつ

かの植栽木の樹木の大きさと， 1I{3キ1110年に行われた植栽木の初期の成長に関する獄j究結果を表3

に示した。

戦前JUJの本見本林の造成はi昭和6年から141手まで続き，対象間積6.28haに，導入された樹棋

は閣内外の37穂に及び， 16282本の樹木が椛栽された。そのうち，第88号林分 (2.37ha)に特に

多くの樹離が導入されている。苗木は初期は本部試験地養成のものが用いられ，その後は組栽地

近隣の中iJlY古1:Hlで播穂，議j記されたものが多くなり，ね11栽後もきめの紛|かい保育作業:が行われて
きた。これら戦前期に植栽された樹種は関内産では林内，官|崎，吉野産のスキーや，ヤツガタケト
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ウヒ，ケヤキ，サワラ，カラマツ，外!恐慌では

ドイツトウヒ (p的。 Abies)が散も多く， lliJli!!X' 

i議官林産のアカマツ，パンクスマツをはじめと

する外国マツ，ニオイヒノ"(Thuja occidentalis)， 

チョウセントネリコ (Fraxinusrlty守lcotltylla) も

多かった。大戦をはさんで20年以上，ヨド見本林

ではj立林，保育の記鋭はみられない。昭和30ij'.

煩から始まる見本林の見斑しの仁tで， 37年に]:

に9年植栽のドイツトウピ林分のツル切り!徐伐

が行われ，同年には 6，7年植栽地の境界誌15と8，

9 ij'.楠栽地にまたがる 2関所を改組する形で，

モ1)ンダトウヒ (PiceaMoriηda )，ランダイスギ¥

スギが秘栽された。 43i!三には溺幸子見本;f，j(左岸上

部の 9，10iJ'.植栽のドイツトウヒなとeの植え誕地

を含めた18.7haを対象に，残存するドイツトウ

ヒを践して択伐が行われた。また， IfiJ ij'.から 3

iJ'.IUJに同地域では林道が開設された。 46年度よ

り岡容見本林内の 9，10年1ilt栽の第135，137-¥予

林分の改植が始まり，長野県，北海道践のウラ

ジロモミ (Abies Itomolej>is)，カラマツ，アカエ

ゾマツ (PiceaGleltnii)， トドマツ (Abies 

sachalinensis) とスギ:i.I'i'rrr.ヰえさ~1..， シラカンノての

本見本林に中iUえされた樹木の成長については古村ぺ斑臨ら別によるドイツトウヒ林分の澗

報告以外はみあたらない。 戦前期に梢栽されたものについては，残された記銘から(表3)，市

水は現主主の規絡と比較するとかなり小却のものがilJ11¥しされ，外国j援針葉樹でその傾向が強かっ

た。またIlB;f11l0年に行われた標準地調査の結果からは，樹税によっては単位阪務あたりの残存本

数はかなり多く，キi防長時に簡が小I~のため高街!立に植栽されたものと忠われる。翻j!tll寺に樹高が

1 mを越えたものは 6iド轍栽のニオイヒパ， ドイツトウヒ 7年秘裁のネグンドカエデ (Acer

Ne抑制10)，パンクスマツ，オニグルミ，スギ 8年捕来日のカラマツ， 9王手耕栽のどニオン (Pinus

edulis )， リギダマツ (Pinusrigida)で¥ 百年植栽の 2fîJ，J犠は}誌が大きかったためと}~l，われる O

また 8iJ'.植栽のサトウカエデ (Acersaccltaru押1)，9年1i立裁のサワラは 2年間の併i長成長が著しく，

これらはその後の成長を期待された樹離と考えられる。一方，会オえを百出j悲した 6年制裁のセンベ

jレセコイア (Sequoiasemtervirells)， 8'可'-til1栽のジェフ 1)ーマツ (PinusJeffrりi)，サトウカエデ，

9年組栽のヒッコリー(ベカン胤)(Carya)，エンピツピャクシン (}unij.沼rusvかがniana)では本

数の減少が著しく，あるいは 7年植栽のネグンドカエデ， 8 iド椴栽のチョウセンマツ(門nus

Iwraiensis ) ， 9 iドキI在栽のリギダマツ，チョウセンカラマツ (Larixolgensis切れ I<oreana)， トカ1・ワ

ラ(Pseudotsugajat併tica)などでは他の樹殺と比較して単位回積あたりの本数がきわめて少なかっ

た。これらの樹磁の脊率が低いことが予iJlIJされた。このような結果から外国政樹秘の初期成長

はーt>ill俊れる樹種もみられるが，関内産総額と比絞して植栽直後から生存功川村正いfLJ[I jjJが伺えた。

このようにして演習林設定以来，本i鼠に導入された見本樹は80穂を超え，その数は86000本を
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~< 1 J.活符泥水林のfii[iJ;¥t樹級(その 1-1総l'iiJ)

4車総司 磁獄 j!J挫 (学名) 4暗殺 導入先 揃験 "をltIl 3を成 備考
{脱出) ha 本政 i品j予i 消却11

88 S. 6 O.~'I ニニオイビパ 'fJmja vccidC1llalis 242 アメワノJ 京都 T町14 .1:;樹1 S. 3移入
(931) ドイツ 1ウヒ Picea Abics 77 Jfu1C.林試日撚 不明 不明 t;綴 S. 3移入

センベルセコイア Stquma smll作n附肘 19 アメワカ 京都 T.14 七揃 S. :H事入
ヲンダイスギ Cltllntugllamia K，併lishii 制 台湾，講義 京都 T.l~ 本訴.. 七蹴 S. 3務入
レジノサマツ Pilllt$ reSUlOsa 2お アメリカ 京都 T.14 本語，t，むt抽 s. 31$入
カシグルミ jl(glmlS rcgia 20 長野('I'悶i革綴} !!i& S.4 織内，中111
ス'v' 0)1)/押 lerllljal馴'" 379 下f崎，妖盟11苦*帯 湾住 S. 3 櫛i与..1:;甜H

S. 7 0.76 ネグンドカJむず AccrNclJllndCl 156 アメリカ )'4& S.5 中JlJ
09:12) パンクスマツ Pi'tus lJallksimlll 103 アメリカ S. 4 構内ド111

ヤツノfタケトウヒ pjcca KQ)'amae 1245 長野.Aヶ賠 T.15 本語主..l:;描1 S. 3移入
ケヤキ 7.dk附 t抑制的 100 羽i欲IlJ.{lIi自 t主生 日。 6 '1'i1J 
1ニグルミ juglans mandslmrica 238 *~I1.J F先生 S岨 6 '1'llJ 
スギ 103 議員，吉野 f51o S. 4 構内， 七蹄i

S. 8 0.39 アカマツ I怖114sdeJlsijlf.fftJ. 800 朝}鮮，朝鮮i'li 問~t S. 7 中111
(J93:l) チ詔ウセン 1ネリコ /0'，同rinusrh)?lcaphylta 2日1.3 府j皇1..相j鮮i貞 J"'i ~主 S. 6 中111

J<ンクスγ ツ 79 アメワカ Î~~~ s. <1 構内. '1'111 
チ日ウセンマツ PjllllSR噌mii'1uis 50 朝鮮。朝鮮;由 f金生 S. 6 中III
チaウセンモミ Abies IlOlvphylla 15 01鮮，紛鮮繍 F寄生 S. 6 中山
ジニ弘フリ m マツ Pillll$ ltlfreyi 5 アメワカ p-;生 S.4 構内，中ilJ
'Jトウカょにず Acer saccllarnm 5 アメリカ I~& s.草 '1'111 
ネグンドプJエヂ 4 アメリカ 持生 S. 5 中山

プヲヅクヒッコリ C“会)'alottumlos{l アメリカ i者~Þ. S. 5 構内.中山
ホワイトヒッロリー c.りIUalba アメリカ 持1: $. 5 構内.中山
カラマツ Larix Kaemp!erl 510 i毛ff.八ヶ1ft S. 7 中111
ケヤキ 449 111歌山.i目前 S. 6 中111
ウラジロガシ Qlwr，口1$slllidna 250 持r1.J )'''1， s. 7 中111

S. 9 。ω45 J{ンクスマツ l凶 アメリカ 1ltfiji S.-1 本総，.'!lILJ S. 8移入，移動中1主将
(1934) ピニヨン f可nusI)dulis 1叩 アメリカ 京事 S.4 '1'111 S. 81$人，移動1111，芝弱

リギグマツ PillUS riCida 65 アメリカ 京都 S. 4 '1'llJ S. 8移人，将動rt1l主lJ~

チ羽ウセンカラマツ lArixolg抑Isisvar. k抑制ma 42 粉飾.l.ItllJ営林署 !'i1t S. 6 中111
ヤナダモ Frwtllts mandslmrica 17 制l自，1. 側面tfi~ /お，[， S. 6 '1'111 
1:::"1:1リ日 Q，砂a 6 アメリカ l~!1守 S. 6 1ド111
.1ンぜツピャクシン jm:I伊r!tS!lirguliml(J 4 アメリカ j!J~!~ S. 5 中11J

ザワフ ClJa柑wecyt町村stisiftm 500 長野.11-湛 F羽生 S. 6 七搬
.J}-11? 15 民主 I\~fJU 1気品 S. 6 '1'111 
トif'rワラ PseudQlsujJs jaがmtca 68 高知.J;ヰIII l~!t s. 7 中111
ナすカマド SorliJu aml'ricana 125 林i勾 P:!J~ S. 6 '1'111 

$.111 グイマツ lArixGmi!l山U :;8 際大.!革J，i古 jtí!!~ $. 7 '1'111 繍!([(S. 6-gJ血)
(935) サトウカxず 10 アメワカ j町1: S. 5 tll!釘 lo} 

サトウiJエヂ 58 アメリカ 1~ !1:: $. 6 tjl[1J 同

S.ll 0.15 ドイツトウヒ 768 I竜野， 話i幼 111: S. 5 l!li!J 
(J9~6) 

$.13 0.05 エゾマツ Pireajczoe出向 610 t草太.!輩太郎 j者!I， s. 7 中111
(1938) モドウマツ Pinus densi.TlmnbugIi 200 熊本，本f)!営枠現 京都 5.10 本割..小j華 S.ll移入

ゴ自ウマツ PilllCst嶋rviflara 33 良型f.)¥ヶlt I~ !t. s. 6 中IlJ
::1'3ウマツ 27 林内 持'1'. S. 6 '1'111 
イチイ '[，ι叩 S印刷data 85 北海滋.f<;!)苧 j年!I: S. 8 中111
ヤツガタケトウ1; 長野，際試: j依然 S‘6 IP山

"メパラモミ Pic叫 M自抑制.'lc.rn fI;野，八ヶi奇 rY，~ ミ S. 6 ItJllJ 

S.I~ 。1 スギ 250 林i勾 ~'E: S. JO 中IU 何本部

(l9:l9) 

135 S. 9. 1.59 ドイツトウヒ 3帥3 長野，泌総 1宝生 S. 5 司'IIJ ドイアトウヒ見4、特

(1931) 

137 $.10 2.32 ドイツトウヒ 2以)0 f正野， 語訳剖J 持住 S. 5 中IlJ
(J935) ヒノキ CluwllIeり抑risoalllslJ 182 f1; ~f. J:.相、 f宝't S. 8 'PILJ 

S.lJ ス4' 2500 特内 邦生 $.10 lドIIJ 締械.I中本的
(]936) 
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tri.民総絞fド iflifl員 樹i[l 学名)

役i} (磁l時 ha

1dUJ(部入先
本数

織機 3't1品 備考

場所 持知 Wi附
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仲
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(1971) シラカンパ sellt/a plalytlψlIa リγトル 必!ilI'.fJIJJ1¥ 
5.46鱗人l'Ii

5.46¥持入純子

372 5.47 1.30 カラγ ツ

(972) アカエゾマツ Pic削 GleJmii

6800 

1000 

不IYl 5.45 

;;FIYl S.42 

S.49 

(1974 ) 

S.47総入2if'g，i¥'i 

s目47購入 5~i~~t: ll'i 

アカニLゾマツ 325 ヒìI~;箆

トドγツ A bies st1chatincll.'1is 325 じ海ifl
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5.51 
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北海滋 司、IYl 北海j泣.11111句 S逸話畿入Wi

i七時並滋 不IYl 北iI~ifl. t枠内 5.48購入l'Ii

379 S.49 0.37 ^ギ
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15.0 
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組える O そのうち，関内j提針葉樹l式戦前期にはアスナロがi設も多く，次いで、カラマツ，モドウマ

ツ，アカマツ，サワラ，ヤツプfタケトウヒ， 1:1;諜{まれま，ケヤキ，キハダ，クリ，ウラジロガシ，

オニグlレミ， ミズメ，ホオノゃなどが多く，戦後はカラマツ，ウラジロモミ，アカエゾマツ，モ

ミなどの針葉樹とウルシ，ケヤキ，キハダといった広葉樹が多かった。

外国政樹種については樹韓関の植栽本数を表4に諒した。ここではわが悶に渡来した時期が古

いウルシをはじめとする特用紛や観賞用， 11多目的の低水，そして肥料木などは省いて掲載した。

外悶滋樹殺の導入は40穂を超え，本数は延べ16700本余りとなる。外悶麗:tftt粧の植栽はそのほと

んどが戦前期に集中し，特に広灘樹は戦後はほとんど植栽されていない。戦前期にパンクスマツ，

粉鮮麗のアカマツ，マンシュウクロマツ (Pinustabulaeformis)などの外ITmマツ， ドイツトウヒ，

ランダイスキ¥機太践のエゾマツ (Piceaj ezoensis ) ，ニオイヒパ，シナグ 1) (揚州架 Castanea

mollissima) ，チョウセントネリコなどが多く，戦後はメタセコイア，イヌカラマツ，モリンダト

ウヒなどが多かった。

これら見本樹の成長の記鵡はiliJ述の}謡谷の記鋭以外は断片的に残るだけである。その中で初期

に山地政掃しされたアスナロの活着率が低く，その後は前畑で掃し木簡を義成してから植栽され

た。しかし，成長は避し本演における椴栽の記錬はi昭和 7年までである。またキ 1)はE雪折れ，

符替で枯死するものが多く，キハダは伸長成長が良好であっても新捕の雪折れが多かった。 4iド

に赤111奇見本林に4自殺されたセンダン(MeliaAzedarach)とフランスカイガンショウ(p似ustInaster) 
は2年後に枯死が線認され，ランダイスギは野間よIU見本林に4i手にお邸主各れたものは狸年金滅し，

6年に{氏擁潟地のJ沢野に*i1!栽されたものも例年活器不良と記録されている。はl地夜播きされたク

1) ， ミズナラ (Quercusmongolica var. grosseserrata)， トチノキ (Aesculusturbinata)，キハダ，オ

ニグルミ，ケヤキの1こいで，クリ， ミズナラ，オニグjレミなどは野ネズミの食事によって発芥，定

殺しないことが多かったようである日白川。

3.見本格fの生育の現況

現在，本i]誌の人工林商務は250haを超える。そのうち見本樹はス平， ヒノキをはじめとする他

稜と混交する林分が多いがlOhaまでである。Jlt:Pf:1l56年に始まる声。生法宵林の人工林調査の…設

'として，見本格Jの椀査は59年度に~自始した。調査Tìíîに机上で造林台帳，造林付認J， :lil!.形iま!などを

用いてi純資対象造林地の選別を行い，現地踏査の結果，主に林分を形成している造林地を対象に

調査地を設定した。以下設定11寺と王子成3年に行った線認のための符踏査時の記鍬をもとに見木村?

の生育の現況について述べることにする。

見本林の中で嬬谷見本林の第88号林分では，現在，斜i訂r音11の競傾斜地や王子組地に戦前期に植
栽されたスギ， ドイツトウヒ，サワラが林分を形成する O 斜間中腹にはオニグルミ，ケヤキ，カ

ラマツ，島根部にはヤツガタケトウとがややまとまってみられ， ドイツトウとも点在する。また

斜面中腹には戦後植栽されたモリンダトウヒの小団地がみられる。第135，137サ林分ではドイツ

トウとは林道下の斜閣下部に大径のものが多く，林道上では沢部を中心に践存水がJ点在する。ま

た才i[栽後初年にi持たないウラジロモミ，アカエゾマツ， トドマツ，カラマツの若i始林分が，奈H百

J:t胞から上音[1にかけてみられ，シラカンパの誼捕き地では，近年天然林化した林地に更新してき

たものが目立つ。小室長見本林で、は戦前に植栽されたヤツガタケトウヒ，ヒメパラモミ (Picea

Maximowiczii) ，モミ，コウヤマキ，戦後椴栽されたスギ，メタセコイア，モミ，ケヤキが生育

する。前知i跡地の平坦i訟では植栽の記鍬がみられないリギダマツ，ダイオウショウ (Pi抑制
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コノ少アfシワ 叫 S.4ω11 か時間詩. 'j、l~ 初i針。 JAY巴品

r.lir1mllllis 0929-19:56i 事萌m構内 拶j~r.i~

メタセコイア li69 $.29吋 35 小諸，内l丸本流 京都

MelllsNllwia glYtlostwvQidrs (1954-19GO) 本試

{ヒム'〆ミルヒコイア 49 S. 6 稲干や アメリカ

Sf'lUolll SCJIZpCH:l附(1931)

ラクウショウ ，14 S. 4-37 1j'.:ilif坊主';..司q，車内fl持内 アメリカ
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ピ二，jシ

民吋u/is

フランスカイノfシン日ウ

P.pill(1Stft 

リギダマツ

0929-1962) 

1124 $， 3-也37 野UI畑， ~か崎.蹄替 台湾

0928-1962) 抗野，事務所開内 部報

1400 5.11-12 IJ<務所高tlJ 満州

(1936ω1937i 務百

1108 $.5-]0 綿持。小端 アメリカ

(1930-1935) 事蹄所惜内

8出 S.8-17 騎在 的鮮

0933-1942) 切除h斑

580 S. :; 小諸 アメリカ
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本払t.七制

北米~(， 'P部

北米中北部
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'持続 本数年 噂入先 発伐前総 蹴援 f龍C者

fザ:1:1 U!tfJ詩)

アメリカニレ ;)2 制 S. 4 品、時内科 アメリ 1J 本記t t;掛 アメリ札口 γ 十戸山総以来

(JJmu品，wuncu訂正t (1929} 

ケヤ4 107 ぉ.5-S. 9 小諸結成持 朗幹 j!1'I:， む端 i認内，合的。'1'詩] 告y，斑犠(l.Oks;l

1<'11101¥1 !lt"rrata U93u-J!)34} 側部I商
yコリー J5 S. s-H 問持./j、道 アメリカ tcr~l~，中山，小諸 lヒ米
Can川 alba.C.lo町内(10$<1~也 U933-19::19; 

ササハj:u 5.37 事務所!飢えi 司、1，1
J'<lp.dI/S Simm!Ii (1962) 

*蛇級品は導入自主的i1f弥である
*~.~!ìH党(鼎担1.ウ"ンなどし!日付A、. '1・{主 {'1~.の都U't lll明磁は県針から省いた

*この伐に捕jkO)nl!~1d j. JYJ:? かでないが'!'1%iìil持内にはユリノキカ明 Yn. 近年までプラタサスカvtfi していた

また，小部前湖:にはダイオウン吋ウが'trlしていた

*ユド試は本部f点数地{京高sIti配J;UまItl'lIIUU分際nをさし.IJ)鮮繍苧:k.出OiIま当時的京都火学説明特である

本 !4ョ 綿密LIPIj;J，閥的

talustris)が近年，詩書とi新.接するケヤキ1I([栽オミに被}去されて1M民した。戦前期に造!哉された小
j輩出見本林では外関政樹穂は消滅し， I問主60cm前後，樹高は25mを超える形状の優れた邸内各地

滋のアカマツが生背し，点在する天然生のそミとともに潟水府を形成する O しかし，このアカマ

ツはここ数年にマックイムシの被擦を受けるものが多い。 中・低水憾には天然伎のクリ， ミズナ

ラ，アカシデ (Cartil1us1似 ijlora)，コハウチワカエデ (AcerSiebodiω1um)などもみられる O 野

間知i見本~*ではランダイスギは消滅し，カラマツと各地諜のスギ，アカマツがみられる。赤111奇見

本林では斜而下部に天然~l~のカナクキ、ノキ (Lìl1dera erythrocaψ日)，ミズナラ，ミズメに混じって，

午前栽されたイチョウ (Gi叫goboloba)，オニグルミなどが数本みられ， i出来50cmのラクウショウ

(Taxodium distichum)も1本確認された。しかし植栽された似の見本格jは自生のものとのi差別

がつかず，天然林化している。

見本林以外で比較的多くの見本樹カザえっているのは事務所構内と長治谷実習施設周辺，近年中irr
栽された長治谷筒ill1跡地，下谷のノ森などである。事務所構内の痕I.IJでは植栽n寺(1昭和11年)
の記録では，マツ ~Ii ， モミの伐棋が~I~ヂEするが，製炭跡地で上水はなく，下水は「イバラ J #'ti多
く，クロマツ，カシ類，その他の稚樹がみられる 14)ということであった。しかし，現在は形状，

樹iL完成長が催・れたアカマツや，モミ，ツガ (TsttgaSieboldii)， ヅヨウマツ (Pinustarviflora)の

天然~.E.~ホがJ~J& されド!留に1iÜ.~主されたマンシュウクロマツ，クロマツ，モドウマツが混在し，

上水によってi記長を抑制i された 9~ ・小慌のヤツガタケトウヒが10本ほどみられる。構内樹木陵1
9

)
にはテーダマツ (PinusTaeda)，カラマツ，メタセコイア，アメリカヤマボウシ (Comusflorida) 

がみられ，構内の建物関IlHには鼠径37-70ωnのドイツトウヒが5本， 30-46cmの二!設になったラ

ンダイスギが2，札 30cmを趨えたユ 1)ノキ (Liriodendrontulitifera)が2本， 54cmのメタセコイ

アが1本，国内政樹被とともに生育する。また河)11境界部にモウソウチクの小林分もみられる O

プラタナス (Platanus)も近年まで抜育していたが，建物に隣接してきたために伐採された。長

治谷f克明施設周辺で、はドイツトウヒが1本生育し，若齢のシラカンパは雪害，虫答によって111!1体

数の減少が悲しく，イヌカラマツは習得によって似体数は激減したが，替担に倒伏しない努上水削

に(J'.Tfするにつれて成長が間後する傾向がみられる。長治谷のお岸，入口には戦前に椴栽された

クリの小林分がみられる。

その他の地域では閣内践の針葉樹としては戦前に植栽された内杉人口2)や小野子谷のアスナロ，

ネジ 1)谷のカラマツの林分や本流沿いの並木などがみられる。広葉樹は戦前に植栽された赤111奇の

キハダの並木はかなり大径のものに成長したが，ウルシなど細々の総栽mi綴が*)1めて小さいもの，
ìi&ìlíj植栽のケヤキ，オニグjレミ，ウラジロガシなどは戸生に自 ~J::.する天然水との'I:IJ 加が関誌If;な林

分も多くみられる。これら広葉樹については今後硲認する必要があろう O また外国政針:葉樹では
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政!l'-!.JII本流筋の}天野には戦前に制裁された夜筏60cm，樹高25m前後のランダイスギが3本残存し，

下苓の最上流脅11のオホノ谷にはそリンダトウどが小林分を形成し，内杉存にはメタセコイアの並

木や林分がみられる O

以上踏査の結染，見本~Jの成長長を測定するために 19{針税， 2511111所の間交地を設定した。その

うち，本線では外i議議樹継の調査結果について報告する。

4.外悶産樹種の調査林分の概況と調資方法

務j是正はi昭和59年度と 5年後の平成光年度に行った。調査区ごとの標高，傾斜、斜i溜方伎をiJliJ

定し. J1l!J践を記載し， iJ測定値は机上で 1/5000の地形閣で補正した。調査方法は各植栽木に個体

織lJIJ番号をつけ，腕高(池上高1.3m)i直後 (DB行)と樹高(日)iJ特定を行い，測定木の形状，

クマなどの動物議，努苦手などの気象番，被EE木など気がつくことを記録した。本法に生育してい
る外閤政樹・穂のうち林分を形成しているものはわずかで，五基本とした斜距離にして20X20mの方

形務j査誌を設けられたのはドイツトウヒ l林分であった。しかし 1問地として生育しているメタ

セコイア，モリンダトウヒの各2林分を加え(図 1)，これら 4林分については調査11l!中央官11の

生育の優れた個体20本を調査の対象にした。各翻査林分の楠栽からの取扱いの経過を表5に，設

定した調査地の概況を表6に示した。

ドイツトウヒ議j資限(第88号林分)は溺谷見本林に成し， HBi'[ll1&ド5月に植栽された。前水は

5 年に長野路線紡ネIjI社践の敬子を捕種し，中山古î~1IIで義成した実生である。戦前期には下刈り，

しなどの保育作業が行われているが，その後の記録はみられず， 32年に学生誕留で間fえが行

われている。 10年に台風によって林縁部にj乱樹木が発生し:て 19年にi品j伐を兼ねて森林の現有:殻

調査が行われたへ捌去を匹は林分中央部で，ほとんど傾斜はみられない。植栽地は溢被の落葉}主

張樹林帯域に入り，年間の積雪は 2mを結える。ほぽ間齢で，問機の立地条件に植栽されたスギ，

ヒノキ林分と比較するし 2)と， JT.;;;j三本数は少なく，断問機合計はスギより小さいが，ヒノキとほ

とんど変わらない値となった。調主をほ外にはH在住70cmに迷する大径のものもみられた。

メタセコイアの調査を行った 2林分は様潟450mまでのi援帯落諜広葉樹林;;苦域に入る。 A、議翻

資iま(第29H子林分)は;J、議見本林に縦し， nrHIJ32年に制裁された。苗木は25年にアメリカより
本学に導入され，上賀茂試験J1l!(京都市左京区上賀茂本山)で養成された掃し水密である。下刈

淡5 認~1を林分のlなり t泣いの終i品

合総領:労 相Hili 閥抗~t ha MfJUJl 

88 ドイツトウピ 0.15 s.111許

294 ・ メタセコイア 0.10 S.:l2若手

(289) 

309 メタセコイγ 0.43 S.35:{;長

317 モリンダトウと 0.386 S.37イ長

322 モリングトウピ 0.18 $.37正予〈

*第88J;3ト林分は5.52の11川.IJJ設で0.18haに鋭、火
*寄与309サ林分l止$.60(こ0.351闘に紛，)、

場所 本数

時1谷YLヰZ林 768 

小;韮J¥1.;本林 200 

内杉谷入口 昔日。

オホノ持 90 

路j谷J¥1.本林 360 

*首S3171}林分は1ギ130. ランダイスギ65本と19l¥t(， S.511こ0.33haに指1;1)、

*負~322サ林分!ま7，，"と ilUil[

lilU&後の手入れ

下~Ijり (S.11-17，年 2 閥 S. I1)

2妥結し (S.12-15).1J)枯し (5.15).I間伐 (S.32)

下刈り，滋主主し (5.33-41.下メ1)りif:2説JS.34) 
枝打ち (S.37.41) 

FメIjり (5.36.37)，滋起し (5.37)
除伐 (S.51)，校打ち (5白51…部)

1マメ1)1) (S.38-46).後起し (5.38-50)

除伐 (S.49，54).枝打ち (S町49，54) 

r~1jり (5.39-48)，滋起し ($.38， 40-48. 50. 51) 

除f:l<($.52， 57)， .1.主打ち (S.52，57) 
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手，，6 翻1t~J患の概況

{前線 設HIe[ま 1渋ah ;11立 側奈i i也形 林11:命 断iTli桜イラ百十 本数
:lfi=す (111) ( 0) ( 0) m'/ha 本/ha

ドイツトウヒ 88-1 630 S70W 5 斜lliilご都千現地 55 62.2 753 

メタ.1:コイア 2例ー i 420 N82E 23 斜fiiiで詰{¥ 34 96.1 1947 

309-] 435 S60E 32 斜lfiiで者1I 31 78.5 940 

そりンダトウヒ 317-1 765 S55詑 32 が|闘中Jfj[ 29 29.0 (8.8) 1867 (733) 

322…1 660 SlOW 31 斜削'1')政 28 59.9 3167 

*i*悩'.設rruu総合計，本数は19911，p )]開設の時点での偵をぶした
*モリンダトウヒ317郊l'制約まスギとiJt交するため，モリンダトウヒだけの偵をJiG弧で永した

り.雪組しはiT([栽翌年から 9年間行われ， 10年以内に 2皮の枝打ちが行われている。内杉調査区

(筋309サ林分)は351'手に轍栽された。 笛木は本i寅に導入された筒オーから， 3却0，3幻11'年手に構内前知仰! 

で

年に|除徐{伐えと，…者f¥の枝打ちが符われたO 試験Jiliは;tt逝夜γのため土砂が崩落する。調査*，ま林分
中央部の比較的傾斜の緩やかな場所より選んだ。立木本数l立小惑調査区に比べ内杉調査ほではか

なり少なく，スギ，ヒノキ林分と比l院しても少ない他となった。 断商務合計は内杉より小蓬調査

区で大きくなり，附林分ともにスギ，ヒノキ林分よりきわめて大きい植を訴した。 i直後の経大値

は小}筆記M究区で50酬を超え，内杉では70cmに迷した。

モリンダトウヒの前tl:fftfまは2林分ともに撒，;的存葉広葉樹林郁J或に入るo ;f *ノ谷調査iま(第
317サ林分)ではIIr.:P1'1J37年12月に，スギ，ヒノキ，外倒産の肥料-木とともに揃栽された。 rlI木は

事務所付近に植栽されているものをは制Jこ本演で'35:!'f三に撒積，義Ji¥i:された誕生である。調査林分

の中ではi訟もi向機潟地にあり，アメIJり，雪起し作業がかなり長い年月行われている。 49，54年に

1¥余伐，技打ちが行われ，当地のスギと変わらない保育が行われてきた。木林分は混交するスギの

割合がi高く，立木本数の6制はスギが，!iめ，植栽i時に残された天然の火諮スキ、が点在する O 立*

7j記数，断船積1t行?ともにスギ，ヒノキ林分に比べて小さい官誌を示した。 溺谷部]ヨをほ(第322号林分)

は溺谷見本林にj認し，ランダイスギ¥スギとともに37年春に拙栽され，現在ランダイスギは消滅

している。植栽活水はオホノ谷林分とj別議の経緯を持つものである。}'Lオ三本数lまオホノ谷調査院，

本演のスギ，ヒノキ林分と比較しでも多く， f訴孤m合計はスギとほとんど変わらない械を示した。
なお，本文Iドにmし、た樹犠名l主導入n寺のi呼称をもとに，邸内政樹植は:iに北村ら肌 l!.l)に準じ，

剖}

外!到j}巨樹殺については林ら， J二阪 などを参考にした。

5.結果および考察

各林分ごとの設定時と 5年後の調査木の本数，政探，樹高の変化を表?に，直径|紛の度数分布

と i邸宅と樹 i~ljの関係を関 4 に示した。また翻水の平均の樹高と夜f去の 5 年 Illj の変化を凶 5 にが

した。ここではヨj>:棋で綿恋されたスギ， ヒノキ遊中村山の上限樹海 (300本Ihaにあたる腕iGGi立様

上{立木の平均樹高)と，上{わ!三の平均直後を比較のために示している。

イ)ドイツトウヒ

昭和田年 (49年生)からの 5 年 1111 に i虹怪の年平均成長;監は3.2rnrn，年輪IPI~にして 1.6rnrn ， 1111長哉

はJOcmを趨えた。 i民筏と1M高の関係は 5fjo IIIJにほとんど変化はみられなかったο 林分の斑控1)皆分
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布は設定時には蕊筏20-40cmの純1mに分布するものが多かった。 5年後の拠資i時には劣勢木は庇

筏!記長がほとんどみられず，これらに先端部が損傷しているものや被脱水が制:せて 6本 (20%)

みられた。それに対し，後勢木はまだ蝶んに成長するものが多く，齢査院内の放火夜筏は51.Ocm 

となった。

スギ，ヒノキと比較すると，樹高は林齢がほぼ等しい低概潟地のヒノキ林分より 5m以上高く，

成長が俊れたスギ林に限i敬した。誌は成長が怒れたスギ林よりやや劣るもののヒノキよりは大

きい傾向がみられた。向林分を調査した也パイペ斎藤ら171による前i去を結果を加えると，それぞれ

の調査，集計方法は~~なるが樹高，直後の成長 IlLl線が掛かれ，樹高は35年生で20m ， 55:Ipで、25m

となり， i弱:{奈は30ipで、20cm，50年で30cmを超えた。

ロ)メタセコイア

小惑調査低では平成元年の前l査時点で被J玉木が調査木の 1/3 を，~î めるのに対し， 1)す杉では被

r:五木はみられなかった。樹高は小遼では1O-30mの広い範間にあり，特に能筏が小さいものは 5

f司王1113の樹高成長は小さく， 15-20銅のものの術向成長が大きかった。内杉では薮筏の変化に対し

て樹高i協は小さく， 25m前後に集中し， 30mに速するものもみられた。 5年fllJに政径が小さいも

のの樹高成長が大きく，*1く王子の王子均樹高tii向くなるfiJil匂がみられた。夜夜は設定時に小惑では10

-40cmの範阻lに入り， 10cmlIIJ後の織も小授のものtJ、外は 5年間に大きくなる鎖向がみられた。内
杉で、は20-50cmの範防lに入り，各政経|紛で成長する昔話leqがみられ， 1私大直径は58.5cmとなった。

このように2林分ともにi直後|惜の分布範閣が!よいが，林i愉が3年上の小惑の方が|勾杉に比べi怠筏

51j"o1H1の本数， illrf奈，樹i潟の変化表7

19891[:.創造51981制主主ilIM資樹事'f(
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i鳴が低い側にかたより，調査オーの樹高縄問もItかった。

i司齢のスギ林分と比較すると内杉では平均樹高は 8-10m高く，識も樹i勾がi向い林分と比べて

も4m ほとやi弱かった。説径はス-t'，ヒノキの滋も成長が優れた林分より， 10cm以上大きかった。

小遼は内杉に比べて平均樹高は 7mほど低く， i主任は15cm前後小さかった。しかし樹高はスギの

かなり成長が慌・れた林分に匹敵し，夜径はスキ¥ ヒノキの良好ー林分と変わらなかった。

ハ)モ 1)ンダトウヒ

2林分ともに!度経と樹高の関係は間対数グラフ上でほぼ車線となる関係がみられ 5年後の樹

高j記長は盛んで， TI度筏成長に対して樹潟成長の衰えはみられなかった。 直径持分布においても各

径級のものが5年間に上位に進級し，直接成長も践んであった。このように 2林分の樹資水は設

定時 5年後もほぼ問機のi度筏!続分布と樹i¥lIiI路線を描いたが，樹高，政経ともに溺谷がオホノ谷

よりやや{経る閣向がみられた。

ス-t¥ヒノキ林分と比1践するとJJf;i谷，オホノ谷林分ともに樹高は悶齢のヒノキより lおく，低標

高地のスギ、林王子よりやや低かった。 i直径はスギ， ヒノキより小さかった。

以上の結果からドイツトウヒ，メタセコイア，モリンダトウヒの 5林分はかなり良好な成長を

示し，比較に用いたスギ， ヒノキの樹高， i的主が各林分内の上位木の王子均値であることを鍛みれ

ば，むしろスギ，ヒノキなどの在来種より優れた成長を示しているものと考えられた。しかしド

イツトウとについては，本鱗査泌が斜路1下部のi]z!Q地にあり，ほほ向11初出に多殺に植栽された第

135， 137号林分([週 3)では残存倒体が少なく斜部下部に集中することから，スギ，ヒノキ以上

に楠栽地はi浪定されるようである。メタセコイアの政経，樹高成長は特に内杉村;分ではスギのほ

ぽ21音となり，縞栽初期にほとんど下刈りを行う必饗がないほどに飛び抜けた成長を示していた。
しかし商標高地で植栽された例がなく，低線高:l1hでも強風でG!手折れがみられるので多雪地で、の植

栽は!恐難と忠われる。モリンダトウヒはわが閣における梢栽例が少なく，林分を形成していると

ころは少ない24)。調査林分は 3;jl}j糠のゆで絞も線高がiおく，また斜出中!艇にお([栽されたもので，

当地の高椋i磁の多雪地にあってスギに劣らない成長が期待できる樹離と考えられた。

その他の外国滋樹種については，説在まとまって生育しているものは溢帯務諜広葉樹林帯域に

椴栽されている滞齢のイヌカラマツだけである。それ以外は抵椋潟地に汚i;;f三的に ~E1守しているラ

クウショウ，ランダイスギ，テーダマツ，ユリノキや，近年まで生育していたリギダマツ，ダイ

オウショウ，プラタナス，未確認のマンシュウクロマツなどがその生育を期待されるぐらいであ

る。

このように本演では模開林設定以来，多くの樹木が導入され，その中には外開成樹被も多く合

まれていた。外関ffi't樹穂はその本米の生育環境が黙なるため，キl立栽:l1hに近い高椋街地で、播撤，

百{され，環境に!~JII化させたかたちで椴栽し，保管されてきた。しかし現在成林し，あるいは成木

として生存しているものはわず、かで、ある O 外酪麗tllJ種の導入は多くの労力をともないその努力は

尋Jj古でないものと祭せられる O しかし導入績のやに本演のような寒冷で出!交が高い，多~，・j色に適

した樹植が見いだされるとしたならばその惑ぴも大きいものと忠われる O 今後とも;FJ~見本林の管

理，育成と，新たなる導入の試みを期待したい。
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Resume 

To inv巴stigatethe growth of trees， 5 permanent study plots were s日tin planted exotic tr日espゃ

cies stands in Kyoto University Forest in Ashiu located at northern east part of Kyoto Prefecture 

in 1984. Th巴resultof the investigation for 5 years were as follows: 

1) Many exotic tree speci邑shav巴b記enplanted in Ashiu for 70 y巴ars. The number of these 

species was over 40 and of plantIng tr巴eswas about 16，700. 

2) Th邑numberof surviving and forming stands was only 4 species and 6 stands. The growth 

of Picea A bies stand of 55 years old and two Picea Morinda stand of 28 and 29 yεars old were as 

good as， 01' better than that of Sugi (Cryttomeria jaton化a)and Hinoki (Chamaecytaris obtusa) 

stands， which were dominant planting species in Ashiu， in cool temperate zone whose snow depth 

was over 200 cm. And the av巴rageheight and diameter of the better stands in two Metasequoia 

glytlostroboides of 31 and 34 years old was twofold of normal Sugi stand in warm temperate zone. 

3) Pseudolarix amabilis of 12 yεars old planted in cool t己mp巴rat巴 zonehas be邑ndamaged by 

snow， but recently began to grow rapidly. 

4) Pinus Taeda， Cu倒的ghamiaJ{onishii， Taxodium distichum and Liriodend抑 ttuliti!era were 

growing in warm temperate zone in single tree. 




